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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年5月8日(2014.5.8)

【公開番号】特開2012-214576(P2012-214576A)
【公開日】平成24年11月8日(2012.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-046
【出願番号】特願2011-79781(P2011-79781)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 210/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 210/18    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   3/24    ＣＥＳ　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月26日(2014.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレン［Ａ］、炭素原子数４～２０のα－オレフィン［Ｂ］、および少なくとも一種
の非共役ポリエン［Ｃ］に由来する構造単位を含むエチレン系共重合体であって、
（１）エチレン［Ａ］に由来する構造単位が、［Ａ］、［Ｂ］および［Ｃ］の構造単位の
合計を１００モル％として、４０～６０モル％であり、
（２）非共役ポリエン［Ｃ］に由来する構造単位が、［Ａ］、［Ｂ］および［Ｃ］の構造
単位の合計を１００モル％として、０．５～４．０モル％であり、
（３）１２５℃におけるムーニー粘度ＭＬ１＋４（１２５℃）が、１０～８０であり、
（４）損失弾性率（Ｇ’’）が下記式［Ｉ］を満たすことを特徴とするエチレン・α―オ
レフィン・非共役ポリエン共重合体。
　５．０×１０４＜　Ｇ’’(５０℃) Ｐａ　＜１．０×１０５　　［Ｉ］
【請求項２】
炭素原子数４～２０のα－オレフィン［Ｂ］が、１－ブテンであることを特徴とする請
求項１に記載のエチレン・１－ブテン・非共役ポリエン共重合体。
【請求項３】
請求項１または２に記載のエチレン系共重合体を、架橋剤を用いて架橋させてなること
を特徴とする架橋されたエチレン・α－オレフィン・非共役ポリエン共重合体。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のエチレン・α－オレフィン・非共役ポリエン共重
合体を用いて形成された成形体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、優れた粘着性と力学特性を併せもつ架橋可能なエチレン系共重合体、さらに
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それを用いて得られる良好なロール加工性を示し、優れたゴム物性を有する架橋されたエ
チレン系共重合体、およびそれを用いた粘着性を有する成形体に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
  重合反応により得られるエチレン系共重合体の分子量は、重合系内に水素を存在させる
か、または重合温度を変化させることによっても調節することができる。具体的には、重
合系内に水素を多く存在させることにより、得られるエチレン系共重合体の分子量を小さ
くすることができ、その結果、本発明における極限粘度の範囲のエチレン系共重合体を得
ることができる。さらに、重合温度をあまり高くせず、穏やかな反応条件に抑えることに
よって、得られるエチレン系共重合体の分子量を小さく抑え、結果、前記極限粘度の範囲
を達成することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　〔実施例７〕
　エチレン系共重合体を、実施例２のエチレン系共重合体に変更した以外は、実施例６と
同様に行った。得られた組成物の評価結果、および加硫シート成形体の物性を表２に示し
た。
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